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代表あいさつ

経営理念

私たちは､ 系統農協のブロイラー生産基盤を守り､ 国産鶏肉産業の発展に貢献します。

私たちは､ お客様に「安全・安心」と「価値ある食」を提供します。

私たちは､ 資源の有効活用と環境保全に積極的に取り組みます。

私たちは､ 地域農業の発展に努めるとともに､ 活力ある事業グループを目指します。

全農チキンフーズグループ
日本の鶏肉出荷羽数上位３位を占める鹿児島県、宮崎県、岩手県。全農チキンフーズグループはこれら
３つの県にグループ会社を有することで、国産チキンの安定した供給をはかっています。
それぞれのグループ会社は地元の生産農家と一体となり、“安全・安心、美味、新鮮”を追求。
さらに、その地域ならではの風土にあった銘柄鶏の開発、品質向上などにも力を注いでいます。
また、㈱アサヒブロイラーではグループ会社で生産された銘柄鶏などを直営店で販売しています。
インテグレーションの進化、発展を推進し、グループのシナジー効果を最大限に発揮しています。
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私たち全農チキンフーズグループは、2008年にブロイラー

飼育・処理加工を担う宮崎くみあいチキンフーズ㈱と鹿児島く

みあいチキンフーズ㈱と鶏肉販売を担う全農チキンフーズ㈱が

経営統合し発足しました。そして、住田フーズ㈱（岩手県）を

含めた「全農チキンフーズグループ」を結成し、ブロイラーの

飼育から処理加工、販売まで一貫して手がけるグループ事業運

営体制を確立しました。

また、2020年には、直営中食売店事業、外食店への販売、

加工品製造（つくね串など）を主力にしている㈱アサヒブロイ

ラーをグループ化するとともに、2024年には、老舗ひな生産

会社である㈲竹下種鶏孵化場をグループ化するなど新たな事業

領域への取り組みを拡大しています。

グループ結成以降、ブロイラー生産規模は約6,250万羽から

約8,200万羽と1,950万羽拡大し、鶏肉販売数量は約142千ト

ンから221千トンと約1.5倍に拡大し成長を続けています。

私たちは、JAグループの一員としてあくまで国産にこだわ

り、ブロイラー飼育～鶏肉処理加工～物流・保管まで徹底した

品質管理を行い、食卓に “安全・安心、美味、新鮮” な鶏肉を	

「まじめに、チキンと。」お届けします。

全農チキンフーズ株式会社　　　　　　

　　　代表取締役社長　髙 井 良  久 弥　
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事業概要1

宮崎くみあいチキンフーズ株式会社
本社所在地	 〒880-0943	宮崎市生目台西3丁目2-2	
	 TEL：0985-89-6160	　FAX：0985-89-6165
従業員数	 841名（2025年3月31日現在）
設　　立	 1972（昭和47）年7月
農　　場
　孵 化 場	 佐土原孵化場
　生産農場	 第一団地　34農場
	 第二団地　87農場
	 第三団地　53農場
	 直営農場　2農場
	 計176農場
工　　場	 川南食品工場　約88,000羽／日処理
	 都城食品工場　約57,000羽／日処理
関連会社	 有限会社竹下種鶏孵化場

全農チキンフーズ株式会社
本社所在地	 〒108-0075	東京都港区港南2-12-33	品川キャナルビル4F	
	 TEL：03-6864-0200　FAX：03-6864-0172
従業員数	 169名（2025年3月31日現在）
設　　立	 1972（昭和47）年10月
事 業 所	

事業内容	 ブロイラーおよび関連食肉の販売業務	
	 畜産物の加工ならびに加工品の販売業務	
	 畜産飼料･資材の開発および販売業務

本社
東日本営業本部
盛岡営業所 仙台営業所 宇都宮営業所
秋田営業所 郡山営業所 神奈川営業所
西日本営業本部
中部支店 中国支店 九州支店
本社ロジスティクス課

大隅食品工場川内食品工場

本社
加工食品工場薩南団地

薩摩団地

鹿児島市

肝属団地

大隅団地

製　　品	 国産若どり／	はまゆうどり
事業内容	 食鳥及びひなの生産販売業	
	 畜産飼料・畜産資材・機械・器具の販売業	
	 食鳥生産農家の飼養管理技術及び経営指導	
	 食鳥の処理加工業	
	 家畜診療業

鹿児島くみあいチキンフーズ株式会社
本社所在地	 〒890-0064	鹿児島市鴨池新町15番地	
	 TEL：099-258-5640　FAX：099-257-1443
従業員数	 770名（2025年3月31日現在）
設　　立	 1974年（昭和49年）12月
農　　場
　種鶏農場
　育成農場	 3農場
　成鶏農場	 14農場
　孵 化 場		 加治木ふ化場	
　生産農場	 薩摩団地　46農場	 肝属団地　48農場
	 薩南団地　55農場	 大隅団地　41農場
	 計190農場
工　　場	 川内食品工場　約58,000羽／日処理
	 大隅食品工場　約58,000羽／日処理
	 加工食品工場

製　　品	 国産若どり／	健康咲鶏／鹿児島いいとこ鶏
	 さつま若しゃも
事業内容	 食鳥及びひなの生産販売業
	 畜産飼料・畜産資材・機械・器具の販売業
	 食鳥生産農家の飼養管理技術及び経営指導
	 食鳥の処理加工業
	 肥料の製造販売業

住田フーズ株式会社
本社所在地	 〒029-2311	岩手県気仙郡住田町世田米字火石19番6	
	 TEL：0192-46-2466　FAX：0192-46-2467	
従業員数	 311名（2025年3月31日現在）
設　　立	 1994年（平成6年）6月
農　　場
　生産農場	 契約農場　17農場
	 直営農場　11農場
	 計28農場
工　　場
　食品工場	 	約30,000羽／日	

小ビナ約4,700羽／日処理
　炭化工場	 	鶏ふん処理量	65,000kg／日	

炭化製品製造量	8,000kg／日
　堆肥センター	 	鶏ふん処理量	28,000kg／日	

堆肥製品製造量	14,000kg／日

埼玉工場

本社

日高市

中央区

株式会社アサヒブロイラー
本社所在地	 〒103-0016	東京都中央区日本橋小網町6-7	第2山万ビル5階	
	 TEL：03-3527-3600　FAX：03-3527-3606
従業員数	 339名（2025年3月31日現在）
設　　立	 1957年（昭和32年）5月
工　　場
　埼玉工場	 加熱鶏肉製品：5%	
	 非加熱鶏肉製品：20%	
	 つくね・だんご製品：75%（2024年度実績）	
　製造能力	 200トン／月
売　　店	 40店舗
製　　品	 鶏肉
	 	鶏加工品（つくね・肉団子／焼き鳥／	

から揚げ／蒸し鶏　その他）
	 共同開発商品
	 	店舗販売商品（焼き鳥／フライドチキン／	

ローストチキン　等）

事業内容	 鶏肉の加工、販売
	 輸入鶏肉、輸入食鳥の販売
	 総菜小売店の経営

関連会社	 有限会社気仙環境保全	
	 株式会社チキンファーム住田
製　　品	 みちのく清流どり／みちのく清流味わいどり
事業内容	 食鳥の処理加工業
	 	食鳥生産農家への原材料の販売（ひな・飼料・

生産資材等）
	 食鳥生産農家の飼養管理技術及び経営指導
	 直営農場の管理・運営
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生産から販売までを一貫して行う業態であるインテグレーション化が進んでいることから、１戸当たりの平均飼養羽数や平均出荷羽数
は年々増加傾向にあり、大規模化が進んでいます。

3 グラフで見る鶏肉業界を取り巻く情勢数字で見る全農チキンフーズグループ2

拠点数
97拠点

生産羽数
82,164千羽

従業員数
2,430人

国内シェア
11%

輸出量
169.6t
内訳　香港� 64.7t
　　　マカオ� 2.9t
　　　ベトナム� 102.0t

売上高
（グループ連結）

1,110 億円
グループ各社の売上高

全農チキンフーズ　1,290億円
宮崎くみあいチキンフーズ　339億円
鹿児島くみあいチキンフーズ　279億円

住田フーズ　80億円
アサヒブロイラー　120億円

内訳（2025年3月31日現在）
全農チキンフーズ　13拠点

宮崎くみあいチキンフーズ　6拠点
鹿児島くみあいチキンフーズ　20拠点

住田フーズ　16拠点
アサヒブロイラー　42拠点

※2024年度実績
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食鳥検査の様子

グループの歩み�　�沿革�　�4

全農チキンフーズグループの沿革と時代の変遷
2011 	●大股農場（住田フーズ直営農場）操業

1973 	●岩手県八幡平市に処理工場設立

1983 	●全農鳥市が鳥市の全株式を取得	
100％農協資本となる

1986 	●全農鳥市と鳥市の営業部門を統合して全国的な販売網を確立

1990 	●全農鳥市と全農食鳥販売事業が統合し	
全農チキンフーズ株式会社が発足

1992 	●食鳥検査制度導入

2002 	●表示違反事件を受け、コンプライアンス強化
	●住田フーズ株式会社をグループ化

2006 	●有限会社気仙環境保全	鶏糞炭化処理プラント	
操業開始

2008 	●宮崎くみあいチキンフーズ株式会社をグループ化
	●鹿児島くみあいチキンフーズ株式会社をグループ化

1997 	●品質管理・衛生管理の強化を図るため	
品質管理室を設置

2024 	●有限会社竹下種鶏孵化場をグループ化

2022 	●株式会社チキンファーム住田・子飼沢農場操業

2021
	●大和チキンパックセンター稼働
	●ISO22000・FSSC22000認証取得（川南食品工場）
	●都城農場（宮崎くみあいチキンフーズ直営農場）操業
	●有限会社気仙環境保全	堆肥センター操業開始

2020 	●株式会社アサヒブロイラーをグループ化

2019
	●川南食品工場操業
	●みちのく清流どりの生産・販売開始
	●国富農場（宮崎くみあいチキンフーズ直営農場）操業

2018
	●戸田チキンパックセンター稼働
	●岩南モデル農場（鹿児島くみあいチキンフーズ直営農場）操業
	●荷沢農場（住田フーズ直営農場）操業

2017 	●ISO22000・FSSC22000認証取得（都城食品工場）
	●ISO22000・FSSC22000認証取得（川内食品工場、大隅食品工場）

2016
	●FSSC22000認証取得（加工食品工場）
	●ISO22000・FSSC22000認証取得（住田フーズ処理工場）
	●福山モデル農場（鹿児島くみあいチキンフーズ直営農場）操業

2014 	●川辺モデル農場（鹿児島くみあいチキンフーズ直営農場）操業
	●山谷農場（住田フーズ直営農場）操業

2013 	●種山農場（住田フーズ直営農場）操業

鹿児島くみあいチキンフーズ 川内食品工場

宮崎くみあいチキンフーズ 川南食品工場

鹿児島くみあいチキンフーズ直営農場

アサヒブロイラー　埼玉工場

戸田チキンパックセンター

住田フーズ直営農場

竹下種鶏孵化場 本社

1972 	●全農と株式会社鳥市の共同出資で株式会社全農鳥市設立

2010 	●ISO22000認証取得（加工食品工場）
鹿児島くみあいチキンフーズ 本社

住田フーズ 本社

宮崎くみあいチキンフーズ 本社 宮崎くみあいチキンフーズ直営農場

●：全農チキンフーズ ●：宮崎くみあいチキンフーズ ●：鹿児島くみあいチキンフーズ
●：住田フーズ ●：アサヒブロイラー ●：竹下種鶏孵化場
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65

全農チキンフーズグループ

2030年度�経営目標
■販売数量：24万トン
■グループ産地生産羽数：9,000万羽
■売 上 高 ：1,400億円

全農チキンフーズグループ
「2030年のめざす姿」全農グループの中における位置づけ

全農チキンフーズグループ

鹿児島くみあいチキンフーズ（株）
孵化場 農場種鶏場 処理工場

宮崎くみあいチキンフーズ（株）
孵化場 農場 処理工場種鶏場

住田フーズ（株）
農場 処理工場

全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ（
株
）

生
産
・
処
理
・
加
工

販売

（株）アサヒブロイラー

国内最大級のインテグレーション
（生産・処理・加工・販売の一貫事業）

量販店
生協

Ｅコマース
外食

加工メーカー
卸

外食等
自社売店

消 

費 

者

小売店経営・販売・製造

原
料
調
達
・
飼
料
供
給

全国農業協同
組合連合会
（JA全農） 全農チキンフーズ（株）

宮崎くみあいチキンフーズ（株）
鹿児島くみあいチキンフーズ（株）
住田フーズ（株）
（株）アサヒブロイラー

生産・処理・加工・販売の一貫事業
（インテグレーション経営）

量
販
店
・
卸
売
会
社

消
費
者

耕種事業

生活関連事業

畜産酪農事業

管理・物流

川下川上

全農チキンフーズグループ

JA全農

生乳、乳製品販売

食肉・鶏卵販売

鶏肉生産・処理・
加工・販売

事業戦略
重点施策・2030年経営目標

ビジョン
2030年のめざす姿

ミッション

経営理念

目的

目標

具体策

わたしたちは、ニッポンのおいしいチキンに産地のまごころを込めて、
ニッポンの食卓に幸せをお届けします。

JAグループの一員として、持続可能な事業基盤を確立し、
すべての人から信頼される国内チキンのトップブランドをめざします。

部門別のめざす姿（部門戦略イメージ）

持続的な成長 事業領域の拡大

グループシナジーの追求

外部環境の変化
・	国内人口減による消費量縮小
・	高齢化、生産年齢人口減少による人手不足
・	物流人材不足・コストの上昇
・	サステナビリティ課題への対応
・	多様化する働き方、消費者ニーズの変化
・	テクノロジーの進化とデータ活用社会への変化

■労働環境への対応と環境へ配慮した事業推進
■食の多様化とウェルビーイングへの対応

取り巻く課題
・	地域人口減少による労働力不足
・	高病原性鳥インフルエンザに対する防疫措置
・	生産基盤の維持と拡大
・	食品工場老朽化による再編と整備
・	生鮮食品の支出減少、加工食品のウェイト増大
・	消費構造の変化と食の多様化

■持続可能な系統ブロイラー事業確立のためのインフラ整備
■グループ重要課題の解決をめざし安定した労働力を確保

2024年度 2030年度

生鮮品
55%
生鮮品
55%

冷凍品
11%
冷凍品
11%

加工品
7%
加工品
7%

飼料・資材他
28%

飼料・資材他
28%

売上高
1,290億円 生鮮品

59%
生鮮品
59%冷凍品

11%
冷凍品
11%

加工品
10%
加工品
10%

飼料・資材他
20%

飼料・資材他
20%

売上高
1,400億円

※売上高は全農チキンフーズ単体
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全農チキンフーズグループの生産農場
全農チキンフーズグループの宮崎くみあいチキンフーズ株式会社、鹿児島くみあいチキンフーズ株式会社、住田フー
ズ株式会社はブロイラーの生産を担っています。
鶏舎内では衛生管理と温度管理が徹底的に施されており、生産者がまごころ込めてブロイラーを飼育しています。
ブロイラーには大豆粕を中心とした原料をそぼろ状にクランブル化し、それとトウモロコシを粉砕（マッシュ化）して
混ぜ合わせた「クランブル&マッシュ飼料」を給餌しています。このように工夫した配合飼料と生産者の熱意によっ
て、生産成績の向上を目指しています。

全農チキンフーズグループの処理工場
全農チキンフーズグループの工場は、産地・生産者・飼育方法などを明確にした“安全・安心、美味、新鮮”にこだわっ
た「JAチキン」を製造しています。
「JAチキン」は、ISO22000、FSSC22000の認証を取得した全農チキンフーズグループの工場で処理・加工・製造
された国産鶏肉です。
工場では、新鮮な鶏肉をフレッシュな状態のまま真空パックに包装します。また、販売店でそのまま陳列できる産地
パックなども製造しており、環境負荷低減や店舗内での作業軽減にも貢献しています。

グループの生産・処理現場7

①入雛 ②飼育・出荷

農場にひなが入ります。１つの鶏舎がいっぱ
いになるようにまとめて入雛されます。あわ
せて、配合飼料の給与や疾病対策用のワクチ
ン投与なども行われ、飼育が始まります。

鶏舎内の温度はヒーターで28度くらいに保
ち、常に換気して空気をきれいにします。鶏
の病気にも気を配りながら、成長して出荷で
きるまで約47日間飼育します。

出荷が終わって空になった鶏舎は、次の入雛
までに、徹底して清掃と消毒を行います。地
面の鶏糞は堆肥などに利用するため搬出し、
新たにオガクズを敷き入雛の準備をします。

③清掃・消毒

ヒーター
暖房器具で鶏舎内を温めます。

サイロ
配合飼料を貯蔵するタンク。
鶏舎内に自動でエサを補給
します。

排気口

自動給水機
飲水が自動で
補充されます。

自動給餌機
屋外のサイロから配合飼料が
自動的に補充されます。

空調

クランブル&マッシュ飼料

鶏肉にはもも肉、むね肉など、色々な部位がありますが、これらは消費地で切り分ける
のではなく、処理工場で解体され、部位別のラインを通過後、出荷されます。

砂肝 手羽先 手羽元

ささみ 肝もも肉 むね肉

むね肉

もも肉

手羽先

手羽元

砂肝
肝

さ
さ
み

①懸鳥
鶏の足をシャックルに懸けます。

⑤脱毛
脱毛機で羽毛を
取り除きます。

⑥中抜き
頭や足を切ったり、
内臓を取り出します。

⑦食鳥検査
内臓類を検査し、
不適合品は廃棄します。

②屠鳥
スタナーとオートキラーで
屠鳥します。

④湯漬け
湯に約90秒漬け、
脱毛しやすくします。

⑫梱包・出荷
商品の検温を行い、
冷蔵車で出荷します。

⑧冷却
冷水に約40分漬け殺菌・洗浄・冷却を行います。

③放血
約4分かけて血を抜きます。

⑨解体
もも肉、むね肉、ささみなどに解体します。

⑩整形・検品・計量・包装
最終商品にするための仕上げを行います。

⑪冷却
ベルトフリーザーで約4～6分冷却をします。
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食の安全を実現する取り組み

全農チキンフーズグループの物流
産地で作られた国産鶏肉は、全農チキンフーズの物流センター（事業所）などに運ばれます。ここまでを「一次物流」
といいます。
鶏肉は生鮮食料品なので新鮮さを保つためにはスピーディな輸送が不可欠です。一方で、トラックのドライバーに無
理を強いることもできません。
そこで、宮崎県や鹿児島県の処理工場から、鉄道やフェリーなどを利用してドライバーの負担を軽減しています。
排気ガス低減にもつながるため、環境にも優しい輸送方法となっています。

物流センターに届けられた鶏肉は、量販店などに配送されます。
これを「二次物流」と言います。一次物流では10トン（大型）か
ら21.5トン（トレーラー）トラックを使用しますが、二次物流で
は都市部でも小回りがきくように4トン以下の、中型・小型トラッ
クが使われることが多いです。
こうしたプロセスの中で、トラックの中も物流センター内も低温
状態が守られています。このように物流における全ての工程で低
温管理を徹底することを「コールドチェーン」と呼んでいます。

8

人が毎日摂る食事は、安全なものでなければなりません。
しかし、大量生産・大量消費が一般化した現代の食品流通
において、食の安全を脅かす危険な要因は無数に存在して
いると言っても過言ではありません。食の安全は、生産、
製造、流通、販売の全てに関わり避けては通れない課題です。
ブロイラーの飼育は、一つの鶏舎に数万羽という単位で行
います。病原体が侵入すれば、あっという間に感染拡大し、
甚大な被害が発生することになるので、ブロイラーの疾病
対策にはワクチン接種が不可欠となります。飲水に投与し
たり、散霧したりするなど様々な方法で、獣医師の指導を
仰ぎながら、法律に基づき投与されています。

「食の安全」に対する社会的関心の高まりを受けて、ブロ
イラー産業も世界基準による安全性の保証が求められるよ
うになり、1992年（平成４年）、日本にも「食鳥検査制度」
が導入されました。
「食鳥検査」とは、1990年（平成2年）に交付された「食
鳥検査法」に基づき、食鳥検査員（獣医師）が処理工場で
一羽ごとに行う検査です。処理工場に搬入された生鳥に病
気がないかを検査する「生体検査」、屠鳥した鶏を脱毛し
た後に検査する「脱毛後検査」、内臓摘出後に検査する「内
臓摘出後検査」、この3つの検査を行います。

食鳥検査の実施

トレーサビリティ（Traceability）とは、トレース（Trace：
追跡）とアビリティ（Ability：能力）を組み合わせた造
語で、日本語では ｢追跡可能性｣ と訳されます。このシス
テムは、商品の流通履歴を、生産段階から最終消費段階ま
で追跡確認できます。消費者は商品が「いつ、どこで、誰
によって作られたのか」を、履歴を遡って確認することが
でき、商品に問題が発見された場合に、販売ルートを追跡
して回収することが可能になります。食品の安全確保に寄
与するだけでなく、原産地・飼育方法・品種などの表示の
正しさを検証することもでき、信頼性の確保にも貢献でき
るシステムとなっています。

処理場生産農場

飼料工場
飼料出荷

記録 記録

生鳥出荷 出荷 販売

点検・確認

消費者販売先

鶏肉トレーサビリティ全体図

トレーサビリティシステムの導入

ブロイラーの疾病対策

宮崎県や鹿児島県などの遠隔地は、フェリーを利用した輸送も行っています
【消費地】【消費地】【産地】【産地】

トレーラーの場合、コンテナのみ輸送します

【産地】【産地】 【消費地】【消費地】

産
地（
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
・
岩
手
県
な
ど
）

岩手県から首都圏など近距離を中心にトラックで輸送しています
【消費地】【消費地】【産地】【産地】

トラック輸送

宮崎県や鹿児島県などの遠隔地は、鉄道を利用した輸送も行っています

フェリー輸送（トラック+フェリー）

物
流
セ
ン
タ
ー（
事
業
所
）
な
ど

鉄道輸送（トラック+鉄道）

産地から産地から量販店・小売店へ量販店・小売店へ
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Environment

環境負荷低減への取り組み
資源の有効活用

Social

地域社会への貢献
グループシナジーの追求

人権尊重

Governance

コンプライアンスの遵守
経営の透明性

環 境

社 会 統 治

私たち全農チキンフーズグループは、掲げている「経営理念」のもと、
持続可能な事業基盤の確立に向けた取り組みをすすめます。

環境負荷低減への取り組み
・長距離輸送におけるモーダルシフト（鉄道・船舶）の推進
・包装資材プラスチック利用削減

アニマルウェルフェア
・全農グループ 
「アニマルウェルフェアポリシー」
に基づく対応

・農林水産省 
「アニマルウェルフェアに関する
飼養管理指針」に沿った対応

資源の有効活用
・ブロイラー鶏糞の有効活用

①協力会社との連携と安定供給 
（発電・ボイラー利用等）

②堆肥化と耕種農家への販売促進
③炭化処理と炭化製品の販売促進

・卵殻配合ノベルティグッズ制作と配布

コンプライアンスの遵守
・全農グループ 
「役員・従業員行動規範」の遵守

経営の透明性
・全農チキンフーズグループ 
「行動規範10か条」の遵守人権尊重

・全農グループ 
「人権方針」に沿った対応

グループシナジーの追求
・グループ全体での人材育成推進、人事交流の実施
・グループ全体でのデータ・システムを共有

包装資材プラスチック利用削減
産地パック商品の普及
産地パックとは新鮮な鶏肉をフレッシュな状態のまま処理工
場で真空パックした商品です。食品トレーを使わないため、
包装資材削減につながります。
販売先でそのまま陳列できるため、環境に優しいだけでなく
店舗内での作業軽減にも貢献しています。

グループ売店での取り組み
株式会社アサヒブロイラーの直営店で販売するクリスマス限
定商品を対象に、包装資材のプラスチック削減の取り組みを
行いました。
包装資材をクラフト紙主体にすることによって、プラスチッ
ク配合量を約21％、重量を約2.4ｇ/枚まで削減しました。

サステナブル経営の実践9

「アニマルウェルフェア」に関する対応

GHG排出量
対象範囲
全農チキンフーズ㈱
宮崎くみあいチキンフーズ㈱
鹿児島くみあいチキンフーズ㈱
住田フーズ㈱
㈱アサヒブロイラー

GHG算定方法
環境省・経済産業省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」に基づく係数を使用。
エネルギー使用量の実測データが収集できない一部拠点については対象外とし、その他全農グループにて定める排出量算定
ルール※に従い集計。	※排出量算定ルール：GHGプロトコルにもとづく対象範囲で算定

リニューアルした包装資材深絞りパック商品

Scope１（その他燃料
（LPガス・灯油・重油等）
の燃料等、家畜の排せつ物
管理等）
：19千t-CO₂

Scope２（電気）
：23千t-CO₂

2023年度
GHG排出量
（Scope1・2）
43千t-CO₂

■全農チキンフーズグループの
　GHG排出量（2023年度）

フェリーへの入船（イメージ）

鶏糞ペレット

鶏糞炭

地域社会への貢献
・住田フーズ主催「感謝祭」を実施
・宮崎くみあいチキンフーズ主催 
「Thanks Festa」を実施

・公共設備の清掃活動実施
・青少年の健全育成活動、スポーツ団体等の 

協賛を通じたウェルビーイングへの貢献
グループ会社主催による感謝祭

全農グループ「アニマルウェルフェアポリシー」に基づく対応
全農グループの畜産酪農事業では、家畜の取り扱いが家畜の健康状態のみならず、生産者・従業者の労働安
全衛生に影響することを認識し、家畜・生産者・従業者、それぞれの福祉向上をはかるため「全農グループ	
アニマルウェルフェアポリシー」を定めてアニマルウェルフェアの向上に取り組みます。

農林水産省「アニマルウェルフェアに関する飼養管理指針」に沿った対応
アニマルウェルフェアに関する飼養管理指針とは、動物の福祉（ア
ニマルウェルフェア）を向上させるために、適切な飼育環境や管理
方法を示した指針です。
日本では、国際獣疫事務局（WOAH）のコードやEUの基準を参考
に指針が作られており、動物が「5つの自由」（飢え・渇き、苦痛、
不快、恐怖・ストレス、自然な行動の制限からの自由）を確保でき
るように配慮されています。
持続可能で動物や人に優しい飼育方法を広げるため、当グループも
一丸となりアニマルウェルフェアの推進に取り組んでまいります。

アニマルウェル
フェアポリシー

農林水産省HP
には指針や

チェックシート
が掲載

農水省ガイドラインチェックリスト
（ブロイラー）の６大項目

鶏舎
飼養方式、
構造及び
飼養空間

アニマル
ウェル
フェアの
状態確認等

管理方法 栄養 鶏舎の環境
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全農チキンフーズグループ
商品ラインナップ10

さつま若しゃも（鹿児島県産地鶏）
天然記念物「薩摩鶏」を父親にもつ「さつま若しゃも」は、28日齢以降1㎡当たり10羽以下の飼育密度で
平飼いし、80日以上飼育した地鶏です。

みちのく清流どり（岩手県産銘柄鶏）
みちのく清流どりは、岩手県の契約農
場および直営農場で飼育し、仕上げ期
の配合飼料にはローズマリーやタイム
などのハーブを添加して、鶏の健康の
増進を助けています。

みちのく清流味わいどり（岩手県産銘柄鶏）
みちのく清流味わいどりは、岩手県の
住田町を中心とした気仙川周辺地域で
飼育し、仕上げ期の配合飼料には、海
藻や木酢液ハーブ抽出物を添加し、全
飼育期間において飼料や飲水に、抗生
物質や合成抗菌剤を使用していません。

はまゆうどり（宮崎県産銘柄鶏）
はまゆうどりは、宮崎県内の契約農場および直営農場で飼育し、仕上げ期の配合飼料にはパーム油脂、ビ
タミンE、ウコン（クルクミン）、ブドウポリフェノールのほか５種類のハーブ抽出物を添加し、鶏の健康
の増進を助けています。

健康咲鶏（鹿児島県産銘柄鶏）
健康咲鶏は、鹿児島県内の契約農場お
よび直営農場で飼育し、仕上げ期の配
合飼料にはパーム油脂、ビタミンE、ウ
コン（クルクミン）、ブドウポリフェノー
ルのほか５種類のハーブ抽出物を添加。
また全飼育期間において、抗生物質や

合成抗菌剤を使用しない配合飼料を給与しています。
※鶏病発生により治療を要する時は､ 薬機法に基づき治療
を行う事があります。

鹿児島いいとこ鶏（鹿児島県産銘柄鶏）
鹿児島いいとこ鶏は、鹿児島県内の契
約農場および直営農場で飼育し、仕上
げ期の配合飼料にはパーム油脂、ビタ
ミンE、ウコン（クルクミン）、ブドウ
ポリフェノールのほか５種類のハーブ
抽出物を添加し、鶏の健康の増進を助
けています。

国産若どり
国産若どりはJAチキンが提供するスタンダードな鶏肉で、産地が異なっても、
産地・生産者・飼育方法などを明確にした若鶏です。
処理・加工はISO22000、FSSC22000の認証を取得した食品工場で行って
います。

店頭に陳列する食品トレーへのパッキングは、通常は
販売店側で行いますが、これを代行。店舗内における
作業軽減に貢献します。全農チキンフーズでは、
2018年（平成30年）よりチキンパックセンターを稼
働させ、スピーディかつ正確に食品トレーへのパッキ
ングを行い、販売店にお届けしています。

消費地パック

新鮮な鶏肉を、フレッシュな状態のまま
処理工場で真空パック。販売店で食品ト
レーにパッキングし直すことなく、その
まま陳列できるため、店舗内の作業軽減
に貢献します。また、包装資材削減にも
なり、大幅に需要を伸ばしています。

産地パック

加工品 全農チキンフーズでは鶏肉原料だけでなく、加工品も販売しています。食卓のメインディッシュ
になるおかずから、プラスの一品として、また、おつまみとして、様々なニーズにお応えできる
ラインナップが自慢です。

加熱加工品
安全・安心な国産鶏肉を使用。電
子レンジ等にて加熱するだけで、
手軽にお召し上がりいただける加
熱調理済み商品や惣菜など、お客
様のニーズに合わせ、豊富なライ
ンナップを取り揃えました。

非加熱加工品
国産鶏肉にこだわりの味付け
等を加えました。キッチンで
ひと手間加えることで、豊か
な食卓を演出します。

串類（焼き鳥）
常にお客様の目線でこだわりの焼き鳥を販売しています。
また、1957年（昭和32年）創業の老舗鶏肉販売会社であ
る株式会社アサヒブロイラーでは、お客様の要望を聞き取
りながら、味の改良を重ねるなど、独自のノウハウで商品
開発を実践しています。

IQF商品（バラ凍結）
IQFとは「Individual�Quick�Frozen」の略で「バラ凍結」
のこと。塊でなくひとつひとつを�バラバラにして凍
結するため、鮮度を落とさず急速冷凍できるようにな
りました。使用する時はすべて解凍することなく、必
要な量だけご利用いただけます。

一般鶏 一般鶏とは、全国の各産地で同じ条件で生産された、安心の若鶏です。

銘柄鶏 銘柄鶏は一般鶏と同じ種類の鶏ですが、特別な専用飼料を与えるなど、一般的なブロイラーとの
差別化を図った若鶏です。

地　鶏 地鶏とは在来種の鶏の血が半分以上入っており、飼育方法が日本農林規格（JAS）によって定めら
れている鶏です。鶏本来の旨みとコク、適度な歯ごたえが特徴で、高級食材として重宝されています。
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事業所紹介11

A

C

D

B

盛岡営業所
〒028-7113
岩手県八幡平市平笠19-50-2
TEL：0195-76-2508
FAX：0195-75-0614

■全農チキンフーズ株式会社本社
〒108-0075
東京都港区港南2-12-33 品川キャナルビル4F
TEL：03-6864-0200
FAX：03-6864-0172

神奈川営業所
〒242-0001
神奈川県大和市下鶴間2460
TEL：046-278-1360
FAX：046-278-1363

西日本営業本部
〒530-0015
大阪府大阪市北区中崎西2-4-12
梅田センタービル9F
TEL：06-7652-2600
FAX：06-6147-5811

中国支店
〒733-0832
広島県広島市西区草津港2-6-50
TEL：082-276-3509
FAX：082-276-3525

九州支店
〒812-0051
福岡県福岡市東区箱崎ふ頭4-5-37
TEL：092-515-0041
FAX：092-284-0933

ロジスティクス課
〒885-0072
宮崎県都城市上町17-24都城ビル1F

秋田営業所
〒010-1201
秋田県秋田市雄和田草川太田23-1
TEL：018-881-3221
FAX：018-886-2194

仙台営業所
〒983-0035
宮城県仙台市宮城野区
日の出町3-7-15
TEL：022-231-7207
FAX：022-231-7223

郡山営業所
〒963-8071
福島県郡山市富久山町
久保田字古坦121-1
TEL：024-944-1278
FAX：024-943-0667

宇都宮営業所
〒321-2118
栃木県宇都宮市新里町丁
1344-1
TEL：028-665-0161
FAX：028-665-4854

東日本営業本部
〒335-0036
埼玉県戸田市早瀬1-12-7
TEL：048-421-8800
FAX：048-421-2990

中部支店
〒503-0832
岐阜県大垣市寿町1-1
TEL：0584-75-1192
FAX：0584-75-1173

全農チキンフーズ株式会社 🅲住田フーズ株式会社

本社
〒029-2311
岩手県気仙郡住田町
世田米字火石19-6
TEL：0192-46-2466
FAX：0192-46-2467

有限会社 気仙環境保全
（堆肥センター）
〒029-2311
岩手県気仙郡住田町
世田米字子飼沢30-177

株式会社 
チキンファーム住田
〒029-2311
岩手県気仙郡住田町
世田米字子飼沢30-203

工場
〒029-2311
岩手県気仙郡住田町
世田米字火石5-1

レンダリング工場
〒029-2311
岩手県気仙郡住田町
世田米字火石1-3

有限会社 気仙環境保全
（炭化工場）
〒029-2501
岩手県気仙郡住田町
上有住字新田94-232

川南食品工場
〒889-1302
宮崎県児湯郡川南町
大字平田字元原6655-5

本社
〒880-0943
宮崎県宮崎市
生目台西3-2-2
TEL：0985-89-6160
FAX：0985-89-6165

都城食品工場
〒885-1103
宮崎県都城市
上水流町2832

有限会社 竹下種鶏孵化場
〒893-0022
鹿児島県鹿屋市旭原町2909

🅰宮崎くみあいチキンフーズ株式会社

本社
〒103-0016
東京都中央区日本橋小網町6-7
第2山万ビル5階
TEL：03-3527-3600
FAX：03-3527-3606

埼玉工場
〒350-1222
埼玉県日高市大谷沢275
TEL：042-989-2351
FAX：042-989-2731

アサヒブロイラー店舗一覧
https://www.ja-zcf.co.jp/ab/shop/

🅳株式会社アサヒブロイラー

本社
〒890-0064
鹿児島県鹿児島市
鴨池新町15
TEL：099-258-5640
FAX：099-257-1443

大隅食品工場
〒899-8103
鹿児島県曽於市
大隅町中之内4980

川内食品工場
〒895-0031
鹿児島県薩摩川内市
勝目町字上久保田3888

加工食品工場
〒893-0032
鹿児島県鹿屋市
川西町5270

🅱鹿児島くみあいチキンフーズ株式会社
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